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木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、

これからの治水を皆様とともに考えていきたいと思っています。
今回は川と緑と古城の街・愛知県犬山市を特集。

愛知県最北部に位置する犬山の現状、
現在進行形の事業をクローズアップします。

また宝暦治水第三編では、その功労者たちをこ紹介します。
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ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

ふるさとの町・探訪記
 

太
古
か
ら
人
あ
り
き
、犬
山

愛
知
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
西
部
は
濃
尾
平

野
、
東
部
は
丘
陵
地
、
そ
し
て
北
側
に
は
木
曽
川
が

流
れ
る
犬
山
市
。
そ
の
豊
か
な
表
情
は
、
人
を
暖
か

く
包
み
込
む
土
壌
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
事
実
、
縄

文
時
代
に
は
す
で
に
小
集
落
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

弥
生
時
代
に
は
稲
作
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
遺

跡
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
妙
感
寺
古
墳
、
青
塚
古
墳
、
熊
野
一
号

墳
な
ど
、
数
多
く
の
古
墳
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
東
之
宮
古
墳
は
四
世
紀
後
半
に
作
ら
れ
た
も
の
。
そ

の
被
葬
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
邇
波
氏
は
、
旧

丹
羽
郡
東
部
で
あ
る
邇に

わ
の
あ
が
た

波
県
一
帯
の
政
治
的
指
導
権
を

握
っ
た
人
物
と
類
推
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
当
時
、
大
和

朝
廷
の
力
は
す
で
に
こ
の
地
域
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
邇

波
氏
も
ま
た
そ
の
支
配
下
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
地
の
最
初
の
指
導
者
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
大
荒
田
命
は
、
そ
ん
な
邇
波
氏
の
祖
。
犬
山
の
楽

田
に
あ
る
大
縣
神
社
の
祭
神
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
土
壌
に
人
あ
り
き
。
人
が
集
え
ば
、
そ
れ

を
束
ね
よ
う
と
す
る
力
が
及
び
ま
す
。
ち
な
み
に
、

平
安
時
代
の
犬
山
は
、
藤
原
氏
の
荘
園
と
し
て
、
雑

役
や
年
貢
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

様
々
な
火
花
が
散
っ
た
、 

 

鎌
倉
か
ら
戦
国
の
世

や
が
て
時
代
は
下
り
、
鎌
倉
時
代
。
朝
廷
と
幕
府

の
両
勢
力
が
激
突
し
た
承
久
の
乱
は
、
木
曽
川
沿
岸

一
帯
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
承
久
三
年

（
一
二
二
一
）
五
月
十
二
日
、
後
鳥
羽
上
皇
が
挙
兵

し
た
倒
幕
軍
に
対
し
、
北
条
義
時
は
遠
江
以
東
一
四

カ
国
の
兵
を
集
め
て
上
洛
。
六
月
三
日
、朝
廷
側
は
、

そ
の
主
力
を
美
濃
、尾
張
の
県
境
で
あ
る
尾
張
川
（
今

の
木
曽
川
）
に
進
め
、
こ
の
線
で
幕
府
軍
の
進
行
を

食
い
止
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
す
で
に

遅
く
、
同
五
日
、
ま
だ
防
御
陣
地
を
築
き
上
げ
ぬ
朝

廷
軍
を
幕
府
軍
が
攻
撃
。
九
瀬
渡
と
い
わ
れ
る
木
曽

川
沿
い
九
カ
所
に
分
散
配
置
さ
れ
た
二
万
の
上
皇
軍

は
総
崩
れ
と
な
り
、
翌
日
に
は
退
却
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
公
武
両
政
権
間
の
政
治
的
力
関
係
が
逆

転
し
、
武
家
政
権
の
優
位
が
決
定
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
の
戦
は
、
ま
さ
に
歴
史
の
流
れ
を
変
え
た

一
戦
。
東
海
道
、
東
山
道
、
木
曽
川
と
い
う
三
本
の

経
路
が
交
わ
る
便
利
さ
が
ゆ
え
に
、
戦
場
に
選
ば
れ

た
の
も
こ
の
地
の
定
め
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
多
く
の
武
士
が
群
雄
割
拠
し
、
そ
の
勢
力

が
入
り
乱
れ
た
室
町
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て

は
、
木
の
下
城
、
羽
黒
城
、
楽
田
城
、
犬
山
城
…
、

こ
の
地
に
も
多
く
の
城
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）、
織
田
信
長
の

跡
継
ぎ
を
め
ぐ
っ
て
豊

臣
・
徳
川
両
軍
が
ぶ
つ

か
り
あ
っ
た
小
牧
・
長

久
手
の
合
戦
の
際
に
、

秀
吉
の
本
営
と
な
っ

た
の
が
楽
田
城
と
犬
山

城
。
攻
防
の
要
で
あ
る

城
が
数
多
く
築
か
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
こ
が
政

治
上
、
軍
事
上
、
い
か

に
重
要
な
地
で
あ
っ
た

か
を
伺
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 

人
と
物
が
行
き
交
う
城
下
町

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
そ
ん
な
大
山
に
も
よ
う

や
く
太
平
の
春
が
訪
れ
ま
す
。
特
に
、
元
和
四
年

（
一
六
一
八
）、
尾
張
徳
川
家
の
付
家
老
と
し
て
犬
山

城
主
に
任
命
さ
れ
た
成
瀬
隼
人
正
正
成
以
降
、
成
瀬

家
が
代
々
犬
山
城
主
を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
政
治
も
安
定
。
大
勢
の
人
々
で
賑
う
市
も
開
か

れ
、
犬
山
は
次
第
に
城
下
町
と
し
て
の
形
を
整
え
て
い

き
ま
し
た
。
入
鹿
池
、
木こ

つ
つ津

用
水
の
完
成
と
と
も
に
、

新
田
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

ま
た
、
街
道
の
整
備
も
着
々
と
進
行
。
名
古
屋
と

木
曽
を
結
び
、
中
山
道
と
連
絡
す
る
木
曽
街
道
を
開

設
し
、
各
宿
駅
に
は
荷
物
輸
送
を
請
け
負
う
問
屋
を

設
置
。
街
道
沿
い
に
は
一
里
塚
が
置
か
れ
、
松
並
木

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
代
さ
ら
に
栄
え
た
の
が
舟
運
で
す
。
小

牧
・
長
久
手
の
合
戦
で
秀
吉
が
大
軍
を
率
い
て
渡
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
す
内
田
の
渡
し
や
、
伊

木
へ
と
渡
る
鵜
飼
渡
し
、
栗
栖
街
道
を
勝
山
に
お
い

て
中
山
道
に
連
絡
す
る
た
め
の
栗
栖
渡
し
な
ど
、
渡

し
場
は
活
況
を
呈
し
、
ま
た
木
曽
川
を
利
用
し
た
旅

客
や
貨
物
の
輸
送
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、そ
の
一
方
で
は
、水
に
よ
る
災
害
も
度
々

起
こ
り
、
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
家
康
の
命
を

受
け
た
伊
奈
備
前
守
忠
次
は
、犬
山
か
ら
伊
勢
湾（
現

在
の
弥
富
付
近
）
ま
で
の
約
五
〇
㎞
に
わ
た
る
木
曽

川
左
岸
の
築
堤
工
事
に
着
手
。
わ
ず
か
二
年
で
完
成

さ
せ
た
こ
の
御
囲
堤
は
、
洪
水
対
策
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、
豊
臣
を
は
じ
め
と
す
る
西
国
の
大
名
に
対
す

る
一
大
防
御
線
構
想
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

21
世
紀
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

日
本
全
土
の
社
会
の
仕
組
み
を
大
き
く
変
え
た
明

治
維
新
。
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
こ
の
地
域

は
犬
山
県
に
、
翌
年
に
は
愛
知
県
の
一
部
に
編
入
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
二
二
年
に
は
、
犬
山
町
が
成

立
。
枠
組
み
ば
か
り
で
な
く
、
大
正
か
ら
昭
和
に
は
、

そ
の
中
身
も
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。
大

正
元
年
、
名
古
屋
〜
犬
山
間
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の

を
皮
切
り
に
、
広
見
線
、
小
牧
線
、
各
務
原
線
が
次
々

に
開
通
。
商
工
業
が
著
し
く
発
展
す
る
と
と
も
に
、

昭
和
二
六
年
、
日
本
ラ
イ
ン
水
域
や
犬
山
城
周
辺
が

県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
商
業
工
業
、
観
光
の

三
本
柱
が
、
都
市
を
支
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
九
年
に
は
犬
山
町
、
城
東
村
、
羽
黒
村
、

楽
田
村
、
池
野
村
の
一
町
四
村
が
合
併
し
、
犬
山
市

が
成
立
。
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
内
陸
工
業
団

地
へ
の
工
場
誘
致
を
は
じ
め
積
極
的
に
工
業
を
振
興

し
、
人
口
も
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
市
面
積
の
東
半
域
を
飛
騨
木
曽
川

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、

東
海
自
然
歩
道
や
国
宝
犬
山
城
、
日
本
ラ
イ
ン
下

り
、
犬
山
鵜
飼
、
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
、
モ
ン
キ
ー
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
一
大
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
年
間

一
千
万
人
も
の
観
光
客
が
市
を
訪
れ
ま
す
。

そ
し
て
今
後
は
、
二
一
世
紀
へ
の
飛
躍
を
目
指
し
、

学
術
研
究
機
能
を
有
す
る
都
市
と
し
て
、
国
際
観
光

モ
デ
ル
地
区
指
定
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
と
し
て
、〝
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
〞を
推
進
し
て
い
ま
す
。

    

犬
山
市
の
伝
統
産
業

赤
絵
の
美
し
さ
を
誇
る
犬
山
焼
。
そ
の
創
始
は

一
八
世
紀
末
と
も
言
わ
れ
、京
都
、瀬
戸
な
ど
、様
々

な
作
風
を
取
り
入
れ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
中
で

も
、
桜
の
雲
と
楓
の
錦
を
艶
や
か
に
描
き
出
す
雲う

ん

錦ぎ
ん

手で

と
呼
ば
れ
る
手
法
を
継
承
。
犬
山
の
風
光
明
媚
な

風
情
を
表
現
し
た
器
は
、
犬
山
焼
の
代
名
詞
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
で
す
。

そ
の
最
盛
期
と
な
っ
た
の
は
、
天
保
年
間
。
犬

山
焼
は
、
第
七
・
八
代
の
犬
山
城
主
で
あ
っ
た
成
瀬

正
寿
・
正
住
の
保
護
を
受
け
、
御
用
窯
と
し
て
の
性

格
を
強
め
な
が
ら
製
造
の
基
盤
を
固
め
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
動
乱
の
幕
末
期
に
な
る
と
資
金
援

助
も
ま
ま
な
ら
ず
、
斜
陽
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に

…
。
そ
の
復
興
に
努
力
し
た
の
が
、
藩
の
御
用
瓦
師

で
あ
る
尾
関
作
十
郎
。
優
れ
た
伝
統
の
技
を
伝
え
よ

う
と
し
た
そ
の
意
志
は
、
二
代
目
以
降
に
も
脈
々
と

受
け
継
が
れ
、
改
良
と
研
鑽
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
よ
り
完
成
度
を
増
し
て
い
っ
た
犬
山

焼
。
今
で
は
国
内
外
に
も
広
く
認
め
ら
れ
る
ま
で
の

成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
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大
河
に
浮
か
ぶ
歴
史
の
ド
ラ
マ・
犬
山
市

雄
大
な
る
木
曽
川
の
流
れ
、

緩
や
か
な
稜
線
を
重
ね
る
丘
陵
地
、そ
び
え
建
っ
犬
山
城
。

古
よ
り
、人
が
、自
然
が
、歴
史
と
文
化
を
育
ん
だ
町
、犬
山
市
。

か
つ
て
の
城
下
町
は
、国
際
観
光
都
市
、学
術
研
究
開
発
の
拠
点
と
し
て
、

未
来
に
む
け
た
新
し
い
胎
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、環
境
と
人
と
が
調
和
し
た
暮
ら
し
は
い
つ
の
時
代
に
も
…
。

伝
統
を
守
り
、自
然
を
慈
し
む
心
は
、今
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

明
治
に
至
る
ま
で
、
犬
山
の
大
玄
関
と
し
て

栄
え
た
鵜
飼
屋
港
。
上
流
か
ら
は
材
木・薪
炭
、

下
流
か
ら
は
肥
料
・
塩
・
味
噌
・
醤
油
・
呉
服

太
物
が
集
ま
る
こ
の
港
は
、
優
れ
た
船
着
き
場

で
あ
り
、
夜
と
も
な
れ
ば
船
人
の
航
行
の
無
事

を
祈
願
し
、
燈
台
の
役
目
を
果
た
す
常
夜
灯
が

明
々
と
灯
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
鵜
飼
屋
港
の
王
と
し
て
君
臨
し
た
の

が
、
神
戸
弥
左
エ
門
で
す
。
彼
は
、
文
禄
五
年

（
一
五
九
六
）
湊
役
を
免
許
さ
れ
て
以
来
、
錦

織
か
ら
円
上
寺
港
に
至
る
木
曽
川
水
上
権
を
掌

握
。
公
私
の
筏
を
主
と
し
、
舟
輯
の
便
と
貨
物

の
運
送
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。
そ
の
権
勢
は
、

木
曽
川
取
締
方
、
江
戸
、
駿
府
、
名
古
屋
城
の

御
用
材
納
入
を
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
。
成
瀬
氏
の
知
遇
を
も
得
て
、
そ
の
地
盤

を
ま
す
ま
す
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

隠
居
し
た
後
も
、
そ
の
旺
盛
な
仕
事
へ
の
熱
意

は
薄
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
飛
騨
山
に
お
い
て

木
曽
川
材
木
の
本
筏
仕
出
し
を
行
う
な
ど
、
生

産
分
野
に
も
事
業
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

鵜
飼
屋
町
の
大
半
を
占
め
る
ほ
ど
の
広
さ
を

誇
る
大
邸
宅
を
構
え
る
川
庄
屋
と
し
て
、
尾
張

屈
指
の
巨
万
の
富
を
築
き
上
げ
た
神
戸
家
。
そ

の
繁
栄
ぶ
り
は
、「
筏
乗
る
な
ら
神
戸
の
筏
、

筏
乗
ら
ぬ
は
糞
神
戸
」
の
俗
謡
に
歌
わ
れ
る
ほ

ど
で
あ
り
、
丸
の
中
に
十
二
の
文
字
を
描
い
た

神
戸
屋
の
マ
ー
ク
は
明
治
の
は
じ
め
ま
で
沿
岸

を
圧
し
ま
し
た
。

維
新
後
の
社
会
の
流
動
と
と
も
に
、
川
庄
屋

と
し
て
の
神
戸
屋
は
没
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
の
子
孫
た
ち
は
多
彩
な
分
野
で
活
躍
。

犬
山
神か
ん
ど戸
の
名
和
前
新
田
開
発
に
呼
応
、
十
四

山
村
新
田
開
拓
の
成
功
に
よ
っ
て
名
を
上
げ
た

神
戸
分
左
エ
門
、小
沢
芦
庵
と
も
親
交
の
厚
か
っ

た
文
人・神
戸
第
七
世
昌
雄
を
は
じ
め
、
歌
人
、

茶
人
、
事
業
家
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
形
で
社

会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

水
上
権
を
握
っ
た
大
神か

ん

戸べ

犬山市空撮

青塚古墳

大縣神社

小牧・長久手の合戦絵図

栗栖渡し・石畳

犬山焼
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御
囲
堤
築
造
と 

宮
田
・
般
若
用
水
の
開
削

御
囲
堤
の
名
で
知
ら
れ
る
濃
尾
平
野
の
長
大
な
木

曽
川
左
岸
堤
防
は
、
慶
長
一
三
〜
一
四
年
（
六
〇
八

〜
九
）
に
か
け
て
、
犬
山
か
ら
伊
勢
湾
（
現
在
の
弥

富
付
近
）
に
至
る
ま
で
、
家
康
の
命
に
よ
り
伊
奈
備

前
守
忠
次
の
指
揮
の
下
に
完
成
し
ま
し
た
。

御
囲
堤
に
よ
っ
て
、
木
曽
川
左
岸
の
一
之
枝
川
・

二
之
枝
川
な
ど
の
各
派
川
は
す
べ
て
締
切
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
派
川
に
そ
れ
ま
で
依
存
し
て

い
た
灌
漑
地
区
は
、
新
た
な
取
水
施
設
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
ま
ず
慶
長
一
三
年
、
般
若
地
点
（
江
南

市
）
を
流
下
し
た
二
之
枝
の
締
切
地
点
に
杁い

り

（
取
水

施
設
）
を
建
設
し
般
若
用
水
を
、
次
い
で
下
流
で
は

大
野
地
点
（
現
在
の
一
宮
市
）
に
杁
を
建
設
し
て
大

江
川
（
大
江
用
水
）
に
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
用

水
を
改
修
し
、
新
た
に
開
削
し
た
奥
村
用
水
・
新
般

若
用
水
を
統
合
し
た
も
の
が
宮
田
用
水
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
宮
田
（
現
在
の
江
南
市
）
に
取
水
口
を
も
っ

て
い
ま
す
。

日
本
第
二
の
規
模
を
誇
る 

入
鹿
池

江
戸
初
期
御
囲
堤
完
成
や
用
水
路
の
開
削
に
並
行

し
て
、
尾
張
藩
で
は
入
鹿
池
の
築
造
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

一
六
三
〇
年
頃
ま
で
、
尾
張
東
部
の
平
野
一
帯
は

草
原
に
な
っ
た
荒
れ
地
が
多
く
、
田
畑
は
ほ
ん
の
わ

ず
か
な
も
の
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
世
の
安
定
と
人

口
の
増
加
が
進
む
に
つ
れ
て
、
新
田
開
発
が
急
務
の

課
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

入
鹿
池
が
築
造
さ
れ
た
入
鹿
村
は
、
北
に
今
井
の

山
々
、
東
に
奥
入
鹿
の
山
々
が
低
く
連
な
り
、
西
の

方
だ
け
が
わ
ず
か
な
出
口
と
な
っ
た
盆
地
で
し
た
。
こ

の
地
形
に
目
を
付
け
た
の
が
江
崎
善
左
衛
門
を
は
じ

め
と
す
る
入
鹿
六
人
衆
と
呼
ば
れ
た
人
々
。
こ
の
出

口
に
な
る
と
こ
ろ
を
堰
き
止
め
れ
ば
、
北
や
東
の
方

か
ら
、
今
井
川
・
小
木
川
・
奥
入
鹿
川
が
流
れ
込
む

の
で
、
こ
の
盆
地
は
大
き
な
溜
池
に
な
り
、
そ
の
水

を
利
用
し
て
台
地
の
開
発
を
計
画
し
た
の
で
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
犬
山
城
主
成
瀬
氏
か
ら
尾
張
藩
主

義
直
に
取
り
継
が
れ
、
六
人
衆
を
中
心
に
尾
張
藩
の

仕
事
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）、
工
事
は
始
ま
り
ま
し

た
が
川
の
流
れ
が
強
く
、
幾
度
も
失
敗
を
重
ね
ま
し

た
。
し
か
し
、
翌
年
の
二
月
に
は
、
一
六
三
、八
ⅿ

余
り
の
堤
防
が
完
成
。
入
鹿
村
一
七
ｈ
ａ
は
池
の
底

に
沈
み
、
讃
岐
平
野
の
満
濃
池
と
一
、二
を
あ
ら
そ

う
大
き
な
溜
池
が
誕
生
し
ま
し
た
。

濃
尾
平
野
を
潤
す 

木
津
用
水
と
新
木
津
用
水

入
鹿
池
の
完
成
に
よ
り
、
小
牧
を
中
心
に
新
田
の

開
墾
が
着
々
と
進
み
、
遠
く
は
、
現
在
の
小
牧
市
の

北
里
、
春
日
井
市
の
勝
川
方
面
ま
で
水
が
引
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
夏
の
日
照
り
時
な
ど

は
、
灌
漑
用
水
の

不
足
が
深
刻
な
問

題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
上
、
小
牧
市
付

近
は
、
小
石
の
ま
じ

っ
た
砂
地
の
土
地
が

多
い
の
で
水
が
土
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
れ
以

上
広
い
地
域
に
水
を
送
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
計
画
さ
れ
た
の
が
木
津
用
水
で
す
。

木
津
用
水
の
計
画
は
、
入
鹿
池
築
造
を
成
し
遂
げ

た
江
崎
善
左
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
五
名
に
よ
り
進

め
ら
れ
、
尾
張
藩
に
出
願
し
て
、
木
曽
川
の
水
を
木

津
地
先
か
ら
取
水
し
、
東
春
日
井
・
西
春
日
井
・
丹

羽
な
ど
の
地
域
に
通
水
さ
せ
る
計
画
を
立
て
ま
し

た
。慶

安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
は
、
犬
山
城
下
の
木

津
か
ら
小
口
（
現
在
の
大
口
町
）
に
至
る
四
㎞
の
水

路
の
開
削
に
着
工
し
、
同
三
年
（
一
六
五
一
）
に
完

成
、
こ
れ
を
大
井
堀
と
称
し
ま
し
た
。
次
い
で
寛
文

四
年（
一
六
六
四
）に
小
口
村
で
大
井
堀
を
分
水
し
、

岩
崎
山
の
東
を
経
て
名
古
屋
北
部
の
味
鋺
の
岩
屋
堂

で
勝
川
（
庄
内
川
）
に
合
す
る
延
長
一
五
㎞
の
用
水

を
開
削
し
、
小
牧
原
か
ら
春
日
井
原
の
台
地
四
百
ｈ

ａ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
新
木
津
用
水
で
す
。

入
鹿
・
木
津
、
新
木
津
の
三
用
水
に
よ
っ
て
尾
張

東
北
部
の
台
地
は
水
田
化
し
、
豊
か
な
穀
倉
地
帯
と

し
て
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
江
戸
時
代
の
取
水
施
設
は
、
自
然
の
取

水
。
灌
漑
用
水
が
不
足
す
る
と
、
杁
前
に
玉
石
を
積

み
重
ね
木
曽
川
の
流
れ
を
変
え
て
導
水
す
る
と
い
う

原
始
的
な
も
の
で
、
ひ
と
た
び
雨
が
降
れ
ば
そ
の
復

旧
に
、
多
く
の
労
力
・
経
費
を
必
要
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
抜
本
的
な
解
決
は
、
昭
和
三
七
年
の

犬
山
頭
首
工
の
完
成
ま
で
、
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

犬
山
頭
首
工
の
完
成

肥
沃
な
濃
尾
平
野
の
灌
漑
用
水
と
し
て
、
三
百
年

以
上
も
田
畑
を
潤
し
て
き
た
宮
田
・
木
津
・
羽
島
用

水
は
そ
の
水
源
を
木
曽
川
に
求
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
明
治
期
に
入
り
、
木
曽
川
上
流
・
中
流
の

ダ
ム
建
設
や
下
流
の
砂
利
採
取
な
ど
、
近
代
化
が
進

む
に
つ
れ
て
、
河
床
の
低
下
と
流
心
の
移
動
な
ど
が

著
し
く
な
り
、
取
水
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
農
林
省
は
濃
尾

用
水
農
業
水
利
事
業
を
計
画
、
木
曽
川
右
岸
岐
阜
県

側
の
羽
島
用
水
、
同
左
岸
愛
知
県
側
の
木
津
用
水
、

宮
田
用
水
等
の
農
業
用
水
の
取
水
の
安
定
を
図
る
た

め
、
犬
山
城
下
流
の
木
曽
川
に
、
可
動
堰
（
堰
き
止

め
た
り
流
し
た
り
自
由
に
動
か
せ
る
堰
堤
）
を
築
造

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
は
三
用

水
を
合
口
取
水
す
る
犬
山
頭
首
工
の
建
設
が
着
工
さ

れ
、
同
三
七
年
に
完
成
。
同
四
二
年
（
一
九
六
七
）

に
は
水
路
延
長
四
万
三
四
〇
五
ⅿ
を
完
成
し
、
総
事

業
五
一
億
八
千
万
円
を
も
っ
て
事
業
を
完
成
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
頭
首
工
の
上
部
に
併
設
さ
れ

た
ラ
イ
ン
大
橋
は
、
当
初
頭
首
工
の
管
理
橋
と
し
て

幅
二
ⅿ
の
予
定
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
将
来
の
交
通
量
増
大
を
予
測
し
た
犬
山
市
と
鵜

沼
町
（
現
在
の
各
務
原
市
）
が
当
局
に
陳
情
し
た

結
果
、
幅
六
ｍ
に
変
更
、
橋
桁
を
見
る
と
、
幅
を
六

ｍ
に
広
げ
る
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
直
し
た

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
頭
首
工
築
造

後
も
下
流
部
の
木
曽
川
河
床
低
下
は
進
み
、
度
重
な

る
洪
水
等
自
然
条
件
の
影
響
に
よ
り
施
設
の
一
部
が

損
傷
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
整
備
す
る
と
と
も
に
水

管
理
制
御
施
設
の
近
代
化
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
頭
首
工
の
機
能
を
安
全
か
つ
有
効
に
維
持
す
る
た

め
、
関
係
者
の
要
請
に
よ
り
国
営
濃
尾
用
水
土
地
改

良
事
業
（
国
営
造
成
土
地
改
良
施
設
整
備
）
を
昭
和

四
九
年
度
に
着
工
し
、
事
業
費
九
億
六
千
万
円
を
も

っ
て
昭
和
五
四
年
度
に
完
成
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

広
大
で
肥
沃
な
濃
尾
平
野
の

大
動
脈
、濃
尾
用
水
事
業

木
曽
川
は
濃
尾
平
野
を
潤
す
灌か

ん
が
い漑
用
水
を
中
心
と
し
て
、

古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
り
、世
情
が
安
定
し
て
く
る
と
、

新
田
開
発
を
目
的
と
し
た
溜
池
や
用
水
の
開
削
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

入
鹿
池
・
木
津
用
水
・
羽
島
用
水
・
宮
田
用
水
が
開
か
れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
自
然
の
取
水
。

一
夜
の
洪
水
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、復
旧
に
多
く
の
労
力
を
費
や
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
利
水
対
策
が
抜
本
的
に
行
わ
れ
た
の
は
、昭
和
三
七
年
の
こ
と
。

三
用
水
の
合
口
取
水
を
可
能
に
し
た
犬
山
頭
首
工
の
完
成
に
よ
り
、

濃
尾
平
野
は
よ
り
豊
か
な
穀
倉
地
帯
と
し
て
成
長
を
遂
げ
、

木
曽
川
水
系
の
利
水
事
業
は
、現
在
も
、着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

流
況
調
整
河
川
と
は
、
複
数
の
川
を
結
ぶ

新
し
い
川
を
建
設
し
、
水
害
を
防
ぎ
、
き
れ

い
な
水
を
取
り
戻
し
て
、
河
川
環
境
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
水
道
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
用

途
に
使
う
水
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
河
川
で
す
。

建
設
省
で
は
、
流
況
調
整
河
川
と
し
て
木

曽
川
、
新
川
、
庄
内
川
を
結
ぶ
木
曽
川
導
水

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
河
川
（
木
曽
川
導
水
）
は
、
木
曽

川
の
犬
山
市
北
古
券
地
先
よ
り
、
古
津
用

水
、
新
木
津
用
水
に
沿
っ
て
、
新
川
上
流
の

諸
支
川
を
横
断
し
、
名
古
屋
市
北
区
辻
町
地

先
の
堀
川
に
至
る
も
の
で
、
次
の
三
つ
の
目

的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

新
川
流
域
の
水
害
の
軽
減
（
洪
水
防

御
）

新
川
諸
支
川
及
び
堀
川
の
流
水
の
正

常
な
機
能
の
維
持
増
進

水
不
足
の
解
消
（
都
市
用
水
の
新
規

開
発
と
導
水
）

123 流
況
調
整
河
川
│

 
木
曽
川
導
水
事
業

入鹿池空撮

昔の宮田東元杁

昔の木津用水

今の木津用水

犬山頭首工空撮

愛知県丹羽郡扶桑町付近完成予想図
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燗
漫
の
春
を
追
い
か
け
て

空
を
映
す
川
面
は
青
緑
に
ま
ど
ろ
ん
で
、
春
風
が

撒
き
散
ら
し
た
淡
桃
色
の
花
び
ら
を
、
お
は
じ
き
を

す
る
よ
う
に
浮
か
べ
て
い
る
。
山
肌
を
染
め
尽
く
す

桜
は
、
青
い
空
に
ま
で
届
け
と
ば
か
り
に
、
咲
き
競

う
。
さ
ま
ざ
ま
に
咲
き
、
さ
ま
ざ
ま
に
散
る
桜
の
花

は
、
ま
る
で
人
の
世
の
映
し
鏡
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人

は
そ
の
人
生
を
桜
の
花
び
ら
に
重
ね
る
の
で
し
ょ
う

か
。風

に
乗
っ
て
限
り
な
く
舞
い
散
る
桜
花
。
そ
の
花

び
ら
を
そ
っ
と
抱
き
と
め
る
木
曽
の
流
れ
。
山
と
川

と
古
城
の
街
・
犬
山
は
、
今
、
欄
漫
の
春
。
妖
し
い

ほ
ど
に
美
し
い
春
が
、
裾
音
を
た
て
な
が
ら
、
走
り

抜
け
て
ゆ
く
…
。

●
●
●

名
古
屋
駅
か
ら
名
鉄
電
車
に
乗
っ
て
お
よ
そ
三
〇

分
。
林
立
す
る
ビ
ル
群
を
抜
け
、
ひ
し
め
く
家
並
み

を
通
り
過
ぎ
た
こ
ろ
、
車
窓
の
風
景
は
穏
や
か
な
田

園
風
景
へ
。
緑
の
し
ず
く
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん
だ
山

並
み
。
そ
の
た
お
や
か
な
光
景
は
、「
ひ
ね
も
す
の

た
り
の
た
り
か
な
」。
そ
ん
な
鉄
路
の
旅
を
じ
っ
く

り
と
味
わ
う
間
も
な
く
、
電
車
は
犬
山
遊
園
駅
へ
。

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
降
り
立
つ
と
、
柔
ら
か
な
緑
の

香
り
が
、
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

妙
心
寺
派
の
古
本
山
・
青
龍
山
瑞
泉
寺

発
車
を
告
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
列

車
を
知
ら
せ
る
踏
切
の
音
…
。
そ
ん

な
ノ
イ
ズ
に
後
押
し
さ
れ
る
よ
う
に

踏
切
を
渡
る
と
、
急
な
石
段
の
参
道

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
参
道
は

瑞
泉
寺
へ
続
く
道
。
参
道
脇
に
生
い

茂
る
竹
林
は
新
緑
に
染
ま
り
、
竹
林

を
渡
る
風
は
今
な
お
冷
た
く
、
吐
く

息
さ
え
白
い
春
の
一
日
。
急
な
石
段
を
登
り
つ
め
る

と
高
さ
四
ⅿ
余
り
の
山
門
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の
山
門
は
黒
塗
り
の
薬
医
門
で
、
犬
山
城
の
内
田
御

門
を
こ
こ
に
移
築
し
た
も
の
。
木
曽
を
下
り
、
時
を

越
え
て
、
ど
っ
し
り
と
大
地
に
根
を
張
る
山
門
は
、

禅
の
道
・
無
常
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
言
わ
ず
も
が
な
の
風
格
は
、
禅
の
世
界
へ
の
プ

ロ
ロ
ー
グ
。
山
門
を
く
ぐ
り
、
石
段
を
さ
ら
に
登
り

つ
め
る
と
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
古
刹
・
瑞
泉
寺
が

そ
の
荘
厳
な
姿
を
現
し
ま
す
。

瑞
泉
寺
は
、
室
町
初
期
の
応
永
年
間
に
日
峰
宗
舜

（
妙
心
寺
再
興
）
が
創
建
し
た
お
寺
。
そ
の
昔
、
現

地
へ
訪
れ
た
禅
師
が
こ
の
山
に
水
が
出
な
い
こ
と
を

知
り
、
弟
子
蜂
屋
玄
瑞
に
命
じ
て
岩
頭
を
う
た
せ
た

と
こ
ろ
、
清
泉
が
湧
き
出
た
と
か
。
禅
師
は
弟
子
の

名
を
と
っ
て
瑞
泉
寺
と
名
づ
け
、
泉
か
ら
立
ち
昇
る

水
気
が
、
龍
が
昇
天
す
る
さ
ま
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
山
号
を
「
青
龍
」
と
決
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

龍
が
昇
る
が
ご
と
く
、
泉
が
湧
き
出
る
ご
と
く
。

禅
師
・
開
山
の
思
想
は
、
今
な
お
深
く
こ
の
地
に
刻

ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
鐘
楼
に
刻
ま
れ
た
左
甚

五
郎
の
彫
刻「
三
猿
」、細
川
家
秘
蔵
の「
血
達
磨
図
」

な
ど
、
時
空
を
く
ぐ
り
抜
け
た
寺
宝
の
数
々
は
、
歴

史
の
綾
を
、
問
わ
ず
語
り
に
つ
ぶ
や
き
か
け
て
く
る

よ
う
で
す
。

天
下
の
名
城
・
白
帝
城

瑞
泉
寺
の
急
な
石
段
を
降
り
、
木
曽
川
に
沿
っ
て

の
ん
び
り
歩
い
て
い
る
と
、
天
下
の
名
城
・
犬
山
城

が
見
え
て
き
ま
す
。

犬
山
城
は
、
姫
路
城
、
彦
根
城
、
松
本
城
と
並
ぶ

国
宝
の
城
。
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
織
田
与
治
郎

信
康
が
、
か
つ
て
の
居
城
木
の
下
城
を
こ
の
地
に
移

築
し
、
造
営
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
山
城
の
別
名
は
「
白
帝
城
」。
江
戸
時
代
の
儒

学
者
荻
生
狙
来
が
、
李
白
の
詩
に
ち
な
ん
で
命
名
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
に
辞
す
白
帝
彩
雲
の
間

千
里
の
江
陵
一
日
に
し
て
還
る

両
岸
の
猿
声
啼
き
や
ま
ず

軽
舟
す
で
に
過
ぐ
万
重
の
山

時
に
唐
の
玄
宗
の
時
代
の
こ
と
、
安
碓
山
の
反
乱

の
咎と

が

で
流
罪
と
な
っ
た
李
白
が
恩
赦
に
あ
ず
か
り
、

そ
の
帰
途
、
こ
の
詩
を
詠
ん
だ
と
い
う
。

長
江
の
上
流
・
四
川
省
の
山
地
に
聳
え
る
白
帝

城
。
春
の
桜
、
夏
の
緑
、
秋
の
楓
、
冬
の
雪
、
四
季

折
々
の
風
情
の
中
で
、
一
際
そ
の
美
し
さ
を
香
ら
せ

る
そ
の
城
は
、
時
代
の
エ
ポ
ッ
ク
。
凛り

ん

と
し
た
気
高

い
表
情
は
、
白
帝
城
に
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

天
下
の
名
城
・
犬
山
城
の
天
守
閣
は
、
日
本
最
古

の
も
の
。
直
角
に
近
い
急
な
階
段
を
幾
段
も
昇
り
つ

め
る
と
、
そ
こ
は
展
望
台
。
東
に
木
曽
御
岳
、
北
東

に
恵
那
山
、
南
に
小
牧
山
、
そ
し
て
伸
び
や
か
に
広

が
る
濃
尾
平
野
…
。
そ
の
眺
望
は
一
八
○
度
の
大
パ
ノ

ラ
マ
で
す
。
時
の
城
主
・
織
田
信
康
も
こ
の
天
守
か

ら
戦
火
を
見
据
え
、
采
配
を
ふ
る
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

眼
下
を
見
下
ろ
せ
ば
、
そ
こ
は
人
、
人
、
人
。
ま

る
で
小
人
の
よ
う
な
観
光
客
を
眺
め
る
う
ち
に
、
な

ん
だ
か
小
人
の
国
の
ガ
リ
バ
ー
み
た
い
に
思
え
て
く

る
か
ら
、
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。

 

天
下
の
奇
祭
・
石
上
げ
祭
を 

 

伝
え
る
尾
張
富
士
浅
間
神
杜

犬
山
市
の
南
東
に
あ

る
尾
張
富
士
は
尾
張
三

山
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ

る
ほ
ど
、由
緒
あ
る
山
。

海
抜
二
七
七
ⅿ
、
そ
の

形
が
駿
河
の
富
士
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、
尾

張
富
士
と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
山
裾
に
は
尾
張

富
士
浅
間
神
社
が
し
っ

と
り
と
し
た
趣
を
た
た

え
て
佇
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
お
社
は
、
天
平

元
年
（
七
二
九
）
に
建

立
さ
れ
、
祭
神
は
木
花

開
耶
姫
命
。不
思
議
な
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
昔
、
あ
る
信
者
が
尾
張
富
士
へ
登
り
、
祈
願

し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
の
夢
枕
に
、
祭
神
・
木

花
開
耶
姫
命
が
あ
ら
わ
れ
、
隣
の
本
富
山
の
方
が
や

や
高
く
、
尾
張
富
士
が
低
い
こ
と
を
大
い
に
嘆
か
れ

ま
し
た
。
翌
朝
信
者
は
、
神
慮
に
こ
た
え
よ
う
と
、

木
曽
川
の
清
浄
な
大
石
を
拾
い
上
げ
、
山
頂
に
積
み

上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
人
々
は
、
こ
ぞ
っ
て
大
石
を

奉
納
。
そ
の
風
習
は
石
上
げ
祭
り
と
し
て
、
毎
年
八

月
第
一
日
曜
日
に
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
山
口
か
ら
山
頂
ま
で
連
な
る
大
篝
火
の
列
。
天

に
も
届
け
と
ば
か
り
に
火
の
粉
を
噴
き
あ
げ
る
篝
火

は
、
紅
く
、
熱
く
…
。
炎
が
燃
え
盛
る
坂
道
を
氏
子

た
ち
が
大
縄
に
篝
火
を
結
び
つ
け
、
振
り
回
し
な
が

ら
、
駆
け
下
り
ま
す
。

夜
空
を
焦
が
す
火
と
陷
の
祭
典
。
そ
の
壮
観
さ
は

一
幅
の
時
代
絵
巻
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

「
名
勝
木
曽
川
」
は
日
本
ラ
イ
ン
（
地
理
学
者
志

賀
重
昂
の
命
名
）
で
知
ら
れ
る
岐
阜
県
可
児
市
の
大

涛
か
ら
、
犬
山
木
津
へ
い
た
る
木
曽
川
渓
谷
の
総
称

で
、
昭
和
六
年
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠
く
木
祖
村
・
鉢
盛
山
に
源
を
発
す
る
木
曽
川
。
そ

の
清
き
流
れ
は
、
時
に
は
水
や
す
り
と
な
っ
て
、
岩
肌

に
オ
ブ
ジ
ェ
を
刻
み
込
む
。
蛇
の
よ
う
に
、
竜
の
ご
と

く
、
そ
の
姿
を
変
え
な
が
ら
、
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
恵

み
を
与
え
、
時
に
は
命
ま
で
奪
い
取
っ
て
ゆ
く
…
。

そ
の
岸
辺
に
た
た
ず
め
ば
、
咲
き
競
う
花
々
を
抱

き
と
め
る
よ
う
に
、
美
し
い
春
を
川
面
に
映
し
出
し

て
い
ま
す
。

ひ
と
ひ
ら
、
ひ
と
ひ
ら
、
風
に
揺
れ
な
が
ら
、
舞

い
降
り
る
桜
花
。
そ
の
花
び
ら
を
ひ
と
ひ
ら
手
に
と

れ
ば
、
悠
久
を
越
え
て
繰
り
返
さ
れ
る
、
生
命
の
調

べ
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

 

川
面
に
燃
え
る
春
欄
漫

犬・山・市・の・歳・時・記
美
し
き
木
曽
の
流
れ
と
、咲
き
競
う
桜
花
。

犬
山
は
、今
、爛
漫
の
春
。

水
ぬ
る
み
、桜
並
木
に
満
開
の
花
を
咲
か
せ
る
春
。

麗
ら
か
な
陽
差
し
に
誘
わ
れ
て
、

川
岸
の
土
手
に
両
手
を
広
げ
て
寝
そ
べ
れ
ば
、

柔
ら
か
な
風
が
す
り
ぬ
け
て
い
く
。

く
る
り
く
る
り
と
葉
を
ひ
る
が
え
す
瑠
璃
色
の
花
、

ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
風
に
舞
う
桜
花
。

し
ば
し
浮
世
を
忘
れ
る
春
の
休
日
。

─四月第一土・日曜日一
針綱神社の祭礼は寛文
十三年（1635）八月から始
まり、慶安三年（1650）二
代城主成瀬正虎の推奨によ
り、次第に山車や練物が揃
うようになりました。
土曜日の試楽祭には、
三層の山車が一三台繰り出
し、笛、太鼓に合わせ、
カラクリ人形を披露しま
す。夜になれぱ、各山車
に三五〇個もの提灯が灯さ
れ、満開の桜並木を練り歩
く様は豪華絢燗、まるで錦
絵を見るようです。山車は
愛知県有形民俗文化財に指
定されています。

一六月一日一
犬山鵜飼は、今からおよそ三百有余年前、三代城主成瀬正親公により、
幕府の御料鵜飼として始められました。夜空に浮かび上がる犬山城を背景
に、木曽川を紅に染めて狩り下る四隻の鵜飼船。古式ゆかしい腰蓑装束を
まとい、一二羽の鵜をあやつる巧みな鵜匠たちの手綱さぱきは、幻想的な
夏の夜の古典絵巻さながらに、訪れる人々の心を魅了してやみません。

●犬山まつり（針綱神社の祭礼）

●鵜飼ひらき

犬山市への交通
●公共交通機関利用●
名鉄／名古屋・岐阜方面から
■名鉄電車犬山線で30分
名古屋駅→→→→→→犬山遊園
■名鉄電車各務原線特急で30分
岐阜駅→→→→→→→犬山遊園

●マイカー利用● 約20分
小牧I.C.→→→→国道41号線を北へ11㎞→→→→犬山

桜並木と木曽川

瑞泉寺

犬山城天守閣

石上げ祭

名勝木曽川

犬山祭からくり人形

鵜飼
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高
木
水
行
奉
行
の
役
割

木
曽
三
川
の
近
世
治
水
史
を
み
る
と
き
、
特
異
な

事
実
と
し
て
、
旗
本
・
高
木
家
が
河
川
管
理
と
治
水

工
事
に
深
く
関
与
し
た
事
実
を
あ
げ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
木
家
は
旗
本
に
属
し
て
は
い
ま
し
た
が
、
大
名

な
み
に
参
勤
交
代
を
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
格
式
を
与

え
ら
れ
、領
地
は
美
濃
石
津
郡
の
時
・
多
良
両
郷
（
現

在
の
養
老
郡
上
石
津
町
）。
西
・
東
・
北
の
三
家
か

ら
な
り
、
西
高
木
家
二
三
〇
四
石
、
東
・
北
両
高
木

家
が
各
一
〇
〇
一
石
で
、
参
勤
交
代
は
三
家
が
三
年

に
一
度
行
っ
て
い
ま
し
た
。

高
木
家
が
川
通
掛
・
水
行
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た

の
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）。
高
木
三
家
は
年
番

で
交
替
し
て
春
秋
両
度
、
美
濃
国
内
諸
河
川
を
巡
視

し
、
河
川
の
治
水
状
況
を
視
察
し
て
、
河
流
の
障
害

物
の
除
去
、
堤
防
の
補
強
、
水
防
施
設
の
改
善
な
ど

を
、
指
示
・
勧
告
す
る
任
務
を
果
た
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。

高
木
家
川
通
掛
の
就
任
の
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説

が
あ
り
ま
す
が
、
同
家
が
幕
臣
で
あ
り
、
ま
た
徳
川

幕
府
成
立
以
前
か
ら
の
在
地
領
主
で
あ
っ
た
こ
と
が

第
一
に
掲
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
即
ち
、
地
域
社
会

に
根
づ
い
た
治
水
問
題
の
解
決
法
、
ま
た
そ
の
解

決
に
ま
で
長
期
に
渡
る
努
力
と
方
策
を
保
障
し
、
さ

ら
に
影
響
す
る
範
囲
全
体
の
管
理
能
力
が
、
こ
の
時

期
に
要
求
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
幕
臣
と
い
う
権

威
と
、
在
地
領
主
で
あ
っ
た
と
い
う
由
緒
正
し
い
家

柄
。
地
域
社
会
に
密
着
し
た
高
木
家
の
性
格
は
、
そ

の
時
代
に
お
け
る
河
川
と
治
水
行
政
に
最
も
有
効
な

力
を
発
揮
し
え
た
の
で
し
ょ
う
。
高
木
家
の
水
行
奉

行
の
活
躍
は
そ
の
後
明
治
維
新
ま
で
続
き
ま
し
た
。

 

人
材
登
用
に
奔
走
す
る
高
木
家

木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
三
川
の
分
流
を
目
的
と
し

た
宝
暦
治
水
は
近
世
治
水
史
の
中
で
も
画
期
的
な
工

事
で
あ
り
、
工
事
期
間
中
の
切
腹
者
は
五
〇
余
名
。

そ
の
殆
ど
は
薩
摩
義
士
で
す
が
、
幕
府
方
で
は
た
だ

一
人
、
高
木
家
家
臣
内
藤
十
左
衛
門
義
厚
が
自
刃
し

て
い
ま
す
。
切
腹
者
に
加
え
、
病
死
者
な
ど
の
犠
牲

者
が
八
○
名
を
越
え
る
多
人
数
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

他
の
普
請
と
比
べ
い
か
に
困
難
を
伴
う
工
事
で
あ
っ

た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
宝
暦
治
水
を
着
工
す
る
に
当
た
っ
て
、
幕
府

は
薩
摩
藩
に
御
手
伝
普
請
を
命
ず
る
と
と
も
に
、
勘

定
奉
行
一
色
周
防
守
政
■
を
工
事
責
任
者
に
任
命
。

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
は
、
美
濃
国
在
住
の
水

行
奉
行
高
木
家
へ
も
御
用
を
命
ず
る
旨
の
書
付
け
を

送
っ
て
い
ま
す
。

多
良
西
高
木
家
の
当
主
新
兵
衛
が
、
濃
州
・
勢
州
・

尾
州
川
々
御
普
請
が
あ
り
、
自
分
達
が
普
請
御
用
を

命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
の
は
、
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
一
月
八
日
、
工
事
開
始
の
二
月
二
七

日
ま
で
わ
ず
か
四
六
日
前
の
こ
と
で
し
た
。
御
用
を

命
ぜ
ら
れ
た
高
木
家
が
当
面
急
い
で
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
課
題
は
、
普
請
に
当
た
っ
て
実
際

に
現
場
を
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
。
特
に
今

回
の
よ
う
な
大
規
模
な
工
事
で
は
、
高
木
家
が
こ
れ

ま
で
か
か
え
て
き
た
役
人
だ
け
で
は
不
足
で
あ
り
、

し
か
も
有
能
な
人
材
を
短
期
間
に
見
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
雇
い
入
れ
た
の
が
、
内
藤

十
左
衛
門
義
厚
で
し
た
。

 

内
藤
十
左
衛
門
・
そ
の
人
物
像

内
藤
十
左
衛
門
義
厚
の
身
分
は
未
だ
に
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
内
藤
と
い
う
姓
を
持
ち
、
使
用

す
る
印
章
も
農
民
の
そ
れ
よ
り
は
大
き
く
、
印
文
も

縦
に
「
義
厚
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
武
士

だ
と
推
察
で
き
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
宝
暦
治
水
の

た
め
に
雇
わ
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
相
当
の
治
水
技

術
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
も
洪
水
へ
の
対
処
、
治
水
工

事
で
の
指
示
等
を
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
、
い
わ
ば
治
水

の
ベ
テ
ラ
ン
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
彼
の
よ
う

な
人
物
が
、
宝
暦
治
水
を
支
え
て
き
た
の
で
す
。

十
左
衛
門
は
高
木
家
に
仕
え
る
に
当
た
っ

て
、
起
請
文
を
記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
起
請
文

に
よ
っ
て
も
、
彼
の
普
請
に
対
す
る
決
意
を
窺

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

普
請
場
で
の
十
左
衛
門

十
左
衛
門
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
二
之
手
。
区
域
は

尾
州
梶
島
村
か
ら
勢
州
田
代
輪
中
に
至
る
ま
で
。
二

月
七
日
に
は
御
鍬
始
め
が
な
さ
れ
、
工
事
は
正
式
に

始
ま
っ
た
の
で
し
た
。
御
鍬
始
め
以
後
、
十
左
衛
門

は
五
明
村
に
逗
留
し
て
、
五
明
輪
中
沿
岸
の
工
事
に

当
た
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
木
曽
川
通
り
で
は
、

堤
切
所
の
腹
付
、
上
置
で
工
事
延
長
約
七
二
ⅿ
、
海

老
川
通
り
も
同
様
工
事
延
長
約
六
一
ⅿ
。
彼
は
堤
方

役
人
野
村
弁
右
衛
門
と
と
も
に
工
区
の
実
質
的
な

工
事
責
任
者
の
役
割
を
負
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

二
人
の
も
と
へ
、「
い
ず
れ
か
一
人
、
和
泉
新
田
へ

出
向
せ
よ
と
」
の
書
状
が
届
き
ま
し
た
。
結
局
十
左

衛
門
が
出
立
し
、
和
泉
新
田
へ
。
こ
の
地
で
の
普
請

は
、
木
曽
川
通
り
の
堤
腹
付
約
五
一
八
ⅿ
、
堤
上
置

二
四
六
ⅿ
、
海
面
の
堤
腹
付
約
四
五
三
ⅿ
な
ど
。
彼

は
こ
こ
に
四
月
二
日
ま
で
逗
留
し
工
事
に
当
た
り
ま

す
が
、
海
面
の
腹
付
や
堤
上
置
な
ど
難
工
事
を
含
ん

で
い
た
た
め
、
指
示
や
監
督
に
も
苦
労
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

普
請
を
終
え
た
四
月
三
日
に
、
十
左
衛
門
は
五
明

村
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

悲
劇
が
起
こ
っ
た
の
は
、
そ
の
二
〇
日
ば
か
り
過

ぎ
た
宝
暦
四
年
四
月
二
一
日
夜
七
ッ
頃
（
二
二
日
早

朝
）、
宿
所
と
し
て
い
た
五
明
村
百
姓
彦
八
方
で
十

左
衛
門
は
切
腹
。
し
か
し
絶
命
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
た
め
医
師
に
手
当
て
さ
れ
る
一
方
、
普
請
場
掛

青
木
の
家
来
か
ら
尋
問
を
受
け
、
五
ッ
時
頃
つ
い
に

死
亡
。
享
年
三
九
歳
で
し
た
。

 

切
腹
の
顛
末

宝
暦
治
水
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
た

十
左
衛
門
が
、
何
故
切
腹
と
い
う
事
態
に
追
い
込
ま

れ
、
工
事
の
戦
列
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

切
腹
後
、
青
木
次
郎
九
郎
の
質
問
書
に
答
え
た
口

上
書
に
は
、
和
泉
新
田
で
の
普
請
に
係
る
顛
末
が
記

さ
れ
て
お
り
、「
庄
屋
の
与
次
兵
衛
が
私
の
思
う
よ

う
に
働
か
な
か
っ
た
た
め
、
工
事
に
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
所
が
で
き
た
。
こ
れ
を
私
の
手
抜
か
り
だ
と

し
て
、
御
徒
目
付
か
ら
高
木
家
に
沙
汰
が
な
さ
れ
た

ら
、
私
の
身
の
置
き
所
が
な
く
な
る
か
ら
…
」
と
い

う
内
容
の
も
の
で
し
た
。

海
面
の
腹
付
や
堤
上
置
な
ど
難
工
事
に
際
し
、

様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
十
左
衛
門
。
そ
の
一
つ
が

与
次
兵
衛
と
の
折
り
合
い
の
悪
さ
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
彼
が
従
事
し
て
い
た
二
之
手
の
普
請

は
四
月
に
は
完
成
。
三
之
手
普
請
も
五
月
二
日
に
は

竣
工
し
、
第
一
期
の
普
請
工
事
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

内
藤
十
左
衛
門
の
遺
骸
は
美
濃
山
縣
郡
岩
野
田
村

埋
霊
松
院
内
の
墓
地
に
葬
ら
れ
、
そ
の
墓
は
今
も
同

寺
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

宝暦治水
特　 集

第 三 編

宝
暦
治
水
の

あ
ら
ま
し

シリーズ

高
木
水
行
奉
行
と
内
藤
十
左
衛
門

宝
暦
治
水
は
近
世
治
水
史
の
中
で
も
、画
期
的
な
治
水
事
業
。

そ
の
工
事
区
域
は
木
曽
三
川
下
流
域
の
ほ
ぼ
全
域
に
及
び
、

八
○
余
名
に
も
の
ぼ
る
犠
牲
者
は
、そ
の
難
事
業
の
ほ
ど
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

高
木
三
家
は
、そ
の
難
工
事
の
実
質
的
な
工
事
監
督
者
。

人
材
の
確
保
や
工
事
進
行
に
具
体
的
に
関
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
水
行
奉
行
の
高
木
家
を
特
集
。

そ
の
家
臣
内
藤
十
左
衛
門
の
切
腹
の
顛
末
を
追
跡
し
ま
す
。

宝
暦
治
水
は
わ
が
国
治
水
史
上
最
大
の
難
事

業
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
十
二
月
二
五
日
、

幕
府
は
薩
摩
藩
に
御
手
伝
普
請
を
命
じ
、
総
奉

公
平
田
靱
負
を
は
じ
め
九
四
七
名
の
藩
士
に
よ

り
、
翌
年
二
月
二
七
日
、
工
事
に
着
工
。
工
事

区
域
は
木
曽
三
川
下
流
域
ほ
ぼ
全
域
に
及
ぶ
も

の
。
修
繕
工
事
、
復
旧
工
事
と
中
心
課
題
の
木

曽
三
川
分
流
の
た
め
、
逆
川
洗
堰
締
切
工
事
、

大
榑
川
洗
堰
工
事
、
油
島
新
田
締
切
工
事
が
実

施
さ
れ
た
。
同
五
年
五
月
二
二
日
に
工
事
は
竣

工
。
木
曽
三
川
の
完
全
分
流
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
明
治
以
降
の
近
代
治
水
の
先
駆
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。

◎
第
一
編 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
８

 

宝
暦
治
水
の
概
念

◎
第
二
編 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
９

 

工
事
の
歴
史
的
評
価

◎
第
三
編 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
10

 

宝
暦
治
水
の
功
労
者
た
ち

◎
第
四
編 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
11

 

今
に
残
さ
れ
る
工
事
跡
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私
ど
も
の
水
郷
海
津
郡
は
、
岐
阜
県
の
最
南
端
に

位
置
し
、
木
曽
、
長
良
、
揖
斐
の
三
川
が
交
わ
る
輪

中
地
帯
で
す
。
木
曽
三
川
公
園
の
展
望
タ
ワ
ー
か
ら

見
下
ろ
せ
ば
、
水
と
緑
が
織
り
な
す
眺
望
は
素
晴
ら

し
く
、
春
と
も
な
れ
ば
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
園
、

船
頭
平
公
園
の
桜
花
燗
漫
な
ど
、
視
野
は
遠
く
山
々

に
、
そ
し
て
三
川
悠
々
と
流
れ
広
が
る
様
は
、
全
く

夢
心
地
で
す
。

国
営
開
木
曽
三
川
公
園
完
備
の
今
、
遠
く
思
い
を

走
ら
せ
れ
ば
、
宝
暦
治
水
の
薩
摩
義
士
の
功
績
、
苦

衷
を
思
い
出
し
ま
す
。

幕
府
の
命
と
は
い
え
、
全
く
知
ら
ぬ
土
地
で
刀
を

捨
て
、
土
工
姿
で
の
日
々
の
苦
難
の
数
々
…

身
は
た
と
へ　

武
蔵
の
野
辺
に　

朽
ち
る
と
も

と
ど
め
お
か
ま
し　

大
和
魂

吉
田
松
陰
先
生
の
辞
世
に
も
似
た
心
境
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

大
正
の
初
期
は
、
ま
だ
治
水
神
社
も
な
く
「
こ
の

偉
人
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
い
い
も
の
か
。
赤
穂
義
士

に
も
ま
さ
る
こ
の
薩
摩
義
士
の
苦
衷
を
、
皆
は
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
」
と
の
独
言
を
父
か
ら
よ
く
聞
い

た
も
の
で
す
。

父
は
当
時
郡
役
所
（
海
津
郡
海
津
町
高
須
）
に
勤

め
、
さ
ら
に
高
須
輪
中
水
害
予
防
組
合
の
主
事
と
し

て
務
め
て
い
ま
し
た
。
日
夜
輪
中
堤
の
視
察
、
諸
式

庫
（
護
倉
）
の
点
検
を
致
し
、
近
く
の
脇
野
排
水
機

は
、
い
つ
も
父
の
許
可
を
う
け
運
転
し
て
い
た
の
を

記
憶
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
と
南
濃
町
田
鶴
の
鷲
野
氏
を
訪
問
し
た

際
、
父
を
よ
く
知
っ
て
み
え
、「
危
な
い
と
こ
ろ
を

よ
く
助
け
て
貰
い
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
、
懐
か
し

く
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

若
い
頃
か
ら
洪
水
と
闘
い
、
水
防
活
動
を
生
涯
の

仕
事
と
奔
走
し
た
父
は
、
堤
防
の
欠
損
箇
所
な
ど
を

よ
く
心
得
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
大
雨
な
ど
に
よ
り

一
旦
水
嵩
が
増
え
れ
ば
、
ど
こ
に
杭
を
打
ち
、
土
嚢

を
積
み
上
げ
る
の
か
…
。
そ
の
的
確
な
指
示
に
よ

り
、
実
り
を
迎
え
た
水
田
も
、
水
害
か
ら
免
れ
る
こ

と
が
で
き
た
と
、
鷲
野
氏
は
懐
か
し
げ
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

自
転
車
を
駆
っ
て
海
津
郡
の
北
端
か
ら
最
南
端
ま

で
走
り
回
っ
た
父
。
ま
だ
ゴ
ム
の
タ
イ
ヤ
も
な
い
時

代
に
、
よ
く
も
遠
く
ま
で
来
た
も
の
だ
と
、
今
さ
ら

な
が
ら
驚
か
さ
れ
る
次
第
で
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
子
ど
も
心
に
も
父
が
自
転
車
で
大

垣
市
の
図
書
館
通
い
を
し
て
い
た
の
を
見
て
、
え
ら
い

な
あ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

そ
の
父
も
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
に
逝
き
、

治
水
百
周
年
を
迎
え
た
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）

の
或
る
日
、ふ
と
一
冊
の
父
の
遺
稿
を
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
薩
摩
義
士
の
偉
業
を
記
し
た
も
の
で
し
た
。

生
前
よ
り
そ
の
義
士
の
並
々
な
ら
ぬ
恩
恵
を
、
も
っ

と
多
く
の
人
達
に
伝
え
た
い
と
い
う
父
の
思
い
に
胸
を

打
た
れ
て
、
復
刻
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

小
冊
子
『
薩
摩
義
士
の
偉
業
』
は
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
が
初
版
で
一
四
年
、昭
和
二
年
、十
年
、

十
二
年
、
一
四
年
、
一
七
年
、
二
五
年
、
六
二
年
と
再

版
し
、
昭
和
六
三
年
に
十
版
目
を
数
え
ま
し
た
。
現

在
こ
の
郷
土
を
護
り
、
苦
難
を
重
ね
て
頂
い
た
薩

摩
義
士
を
讃
え
て
祭
る
治
水
神
社
の
造
営
に
も
、

父
は
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
正
一
四
年
、
宝
暦
治
水
奉
賛
会
が
設
立
さ
れ
、

昭
和
二
年
三
月
か
ら
十
年
の
歳
月
を
か
け
、
念
願
の

治
水
神
社
完
成
の
奉
祝
祭
は
、
昭
和
一
三
年
の
二
月

に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

神
社
の
御
神
体
は
、
島
津
公
か
ら
分
家
に
授
け
ら

れ
る
お
つ
も
り
の
小
刀
を
「
こ
の
品
は
分
家
に
守
り

刀
と
し
て
渡
す
品
で
禄
を
つ
け
て
出
す
の
が
本
意
だ

が
、
今
の
島
津
家
は
そ
の
余
裕
も
な
く
、
せ
め
て
こ

の
小
刀
を
守
り
神
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
仰
せ
ら
れ

て
、
治
水
神
社
に
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

暫
く
は
、
神
社
完
成
ま
で
我
が
家
で
お
預
か
り
致

し
て
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

次
に
治
水
神
社
の
社
標
で
す
が
、
父
は
当
時
の
県

議
会
議
長
議
員
菱
田
尚
一
氏
と
と
も
に
上
京
し
、
東

郷
元
帥
閣
下
に
拝
眉
し
治
水
神
社
と
書
い
て
頂
き
ま

し
た
。

そ
の
時
の
一
寸
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。「
い
や
、

こ
れ
は
女
子
が
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
、
す
っ
た
方
が
、

墨
の
の
り
が
よ
く
書
き
や
す
い
」
と
い
わ
れ
た
由
。
ま

た
そ
の
素
敵
な
原
書
は
、
父
が
と
て
も
欲
し
か
っ
た

が
、
菱
田
氏
の
要
望
で
差
し
上
げ
て
し
ま
い
、
海
津

町
東
江
の
菱
田
家
に
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
神
社
が
完
成
し
て
も
参
詣
社
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
橋
も
少
な
く
、
道
路
も
整
備

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
昭
和
初
期
の
こ
と
。
そ
ん
な
貧
し

い
交
通
事
情
が
参
詣
客
の
足
を
止
め
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
頃
伊
勢
大
橋
が
開
通
し
た
時
、
長
良
・
揖
斐

背
割
堤
に
あ
る
治
水
神
社
へ
通
ず
る
大
橋
の
開
口
を

設
け
ら
れ
た
し
と
、
父
は
三
重
県
庁
や
愛
知
県
庁
へ

必
死
の
嘆
願
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

か
、
治
水
神
社
へ
の
開
口
は
漸
く
実
現
し
、
傍
ら
に

黒
々
と
、「
こ
の
道
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
最
適

で
、
そ
の
奥
に
は
治
水
神
社
が
あ
り
、
是
非
参
詣
さ

れ
た
い
」。
と
い
う
看
板
を
立
て

ま
し
た
。

そ
の
辺
り
一
帯
は
、
降
雨
時
は

水
が
わ
た
り
難
渋
し
た
も
の
で
し

た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
改
修
さ

れ
て
、
そ
の
心
配
は
全
く
な
く
な

り
ま
し
た
。

そ
ん
な
堤
防
の
改
修
工
事
に
よ

り
、
父
の
書
い
た
看
板
も
、
い
つ

の
間
に
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
そ
こ
を
通
る
度
に
、
父

の
面
影
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
平
田
町
で
は
、
当
時
墨
俣
の
輪
中
堤
を
平
地

に
し
て
工
場
及
び
団
地
を
誘
致
し
、
町
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
衆
は
皆
と

い
っ
て
い
い
程
、
輪
中
堤
は
無
用
の
長
物
だ
と
、
そ
の

取
り
壊
し
を
主
張
し
ま
し
た
。

し
か
し
父
は
「
先
人
の
残
し
た
生
活
の
知
恵
で
あ

る
輪
中
堤
は
、
絶
対
壊
し
て
は
い
か
ん
」
と
強
く
反

論
、
そ
の
叫
び
に
抗
し
た
大
勢
の
人
に
、
袋
叩
き
に

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
五
一
年
九
月
十
二
日
に
安
八
町
森
部
輪
中
の

長
良
川
が
決
壊
し
た
時
は
、
平
田
町
も
大
変
で
し

た
。
上
流
が
切
れ
て
は
駄
目
だ
と
水
か
た
づ
け
で
大

わ
ら
わ
に
な
り
、
早
速
か
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
親
戚

知
人
で
、
先
ず
仏
壇
を
揚
げ
ま
し
た
。
か
ね
て
揚
げ

仏
壇
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
上
下
に
一

人
づ
つ
で
簡
単
に
上
が
る
の
に
は
、
ま
さ
に
先
人
の
知

恵
の
な
せ
る
技
。
そ
の
巧
妙
な
出
来
栄
え
に
呆
然
と

し
て
、
思
わ
ず
お
先
祖
様
に
合
掌
し
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
は
こ
の
輪
中
の
中
に
住
み
、
薩
摩
藩

家
老
平
田
靱
負
公
の
名
前
を
町
名
に
頂
き
、
そ
の
崇

高
な
精
神
を
、
永
久
に
語
り
継
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

住
み
な
れ
し
里
も
今
更
名
残
リ
に
て

立
ち
ぞ
わ
ず
ろ
う　

美
濃
の
大
牧

こ
の
薩
摩
治
水
工
事
の
総
奉
行
、
私
ど
も
の
大
恩

人
平
田
靱
負
公
の
辞
世
の
句
は
、
私
ど
も
の
心
に
残

り
、
次
の
世
代
に
感
謝
と
努
力
の
心
を
い
つ
ま
で
も

受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

BOOK LAND

小
冊
子『
薩
摩
義
士
之
偉
業
』と
父
・
長
谷
川
鑑
三
の
思
い
出
│
│
長
谷
川
千
代
子

薩
摩
義
士
の
顕
彰
活
動
に
尽
力
し
た
故
長
谷
川
鑑
三
氏
。

治
水
神
杜
の
造
営
に
奔
走
し
、「
薩
摩
義
士
之
偉
業
」を
執
筆
し
た
鑑
三
氏
の
志
は
、長
谷
川
千
代
子
氏
に
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

宝
暦
治
水
を
顕
彰
す
る
人
々
の
熱
き
思
い
は
、今
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
輪
中
地
帯
に
根
づ
い
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
長
谷
川
鑑
三
氏
の
生
前
の
活
動
を
、ご
息
女
千
代
子
氏
に
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

薩摩義士之偉業

発行所　岐阜県海津郡
　　　　治水神社建設事務所
発行兼編集者
　　　　長谷川鑑三
　　　　長谷川千代子

莫
大
な
借
財
と
多
く
の
犠
牲
者
に
よ
っ

て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
宝
暦
治
水
は
、
時

代
の
風
雪
に
よ
っ
て
忘
れ
さ
ら
れ
よ
う
と

し
た
時
代
が
あ
っ
た
。
近
代
化
が
進
む
明

治
・
大
正
時
代
。
薩
摩
義
士
の
偉
業
は
、

時
代
と
い
う
大
河
に
流
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
平
田
町
今
尾
に
生
ま
れ

た
長
谷
川
鑑
三
氏
は
、
故
郷
の
大
恩
人
で

あ
る
宝
暦
治
水
や
薩
摩
義
士
の
足
取
り
を

顕
彰
。
大
正
と
い
う
不
毛
の
時
代
を
背
景

に
、
薩
摩
義
士
の
偉
業
を
記
し
た
名
著
で

あ
る
。

長
谷
川
千
代
子
氏
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
岐
阜
県
一
八
団
育
成
委
員
長

平
田
町
・
昭
和
町
福
祉
推
進
委
員
。

大
正
二
年
、朝
鮮
全
羅
南
道
に
生
ま
れ
る
。

海
津
高
等
女
学
校
卒
業
後
、

25
年
間
の
小
学
校
教
員
生
活
を
経
て
、現
職
へ
。

薩
摩
義
士
の
顕
彰
活
動
に
尽
力
し
た
父
長
谷
川

鑑
三
氏
の
志
を
受
け
継
ぎ
、「
薩
摩
義
士
之
偉

業
」を
復
刻
。

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
活
動
、薩
摩
義
士
の
顕

彰
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
。

長谷川千代子氏・自宅にて

薩摩義士之碑

生前の父と

治水神社建設中の治水神社

揚げ仏壇
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《開館時間》 午前9時～午後4時30分
《休 館 日》 毎週月曜日・祝祭日・年末年始
《入 館 料》 無料
《交通機関》 国道1号線尾張大橋から車で約10分
  名神羽島I.Cから車で約30分
  東名阪長島I.Cから車で約10分
《お問い合わせ》
船頭平閘門管理所・
木曽川文庫
〒496 愛知県海部郡
 立田村福原
TEL（0567）24-6233

●木曽川文庫利用案内● 編 集 後 記
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いよいよ春もたけなわ、行楽シーズンの幕開けで
す。皆様にはいかがお過ごしでしょうか。
四月二五日には治水神社春季例祭が開催され、舟
神輿三隻と、詩吟、婦人会の踊りなどが奉納されます。
今年は宝暦治水から数えて二四〇年目にあたります。
この機会に薩摩義士の偉業を偲び、足跡を辿ってみ
るのも素敵なことですね。
Vol.10編集にあたっては、犬山市役所、名古屋大
学付属図書館、東海農政局犬山管理事務所の皆様に
は、大変お世話になりました。ありがとうございます。
次回は平田町を特集。宝暦治水のコーナーでは今

に残る工事跡をご紹介します。ご期待ください。
表紙写真
　左上：犬山城と桜
　左下左：日本ライン下り
　左下右：鵜飼
　右上：からくり人形
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